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39 0C から 15 0Cヘ急激に変えたときのテトラヒメナの適応の時間経過について研究し，温度変化後10時
間以内に関しては，相転移温度はミクロゾーム膜，外皮腸では降下し， ミトコンドリヤ膜ではほぼ一
定にとどまることなどを見出したO またこの結果を他のデータとの比較にわいて考察した。
このように本論文はバクテリアと原生動物の恒流動性適応を理解する上に有用な多くの新しい知見
を報じており，博士論文に値するものと認める。
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